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自
分
の
ほ
う
が
住
宅
を

知
っ
て
い
る

道産材使うと経済効果up

住宅１棟で184万円
林産試が輸入材等と比較

　

道
総
研
・
林
産
試
験
場
で

は
「
住
宅
に
道
産
木
製
品
を

使
っ
た
時
の
経
済
効
果

は
？
」
と
題
し
た
研
究
で
、

住
宅
へ
の
道
産
材
使
用
に
よ

る
経
済
効
果
を
試
算
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
構
造
材
を
す
べ

て
輸
入
材
等
か
ら
道
産
材
に

し
た
場
合
、
工
務
店
の
コ
ス

ト
は
14
万
円
増
え
る
も
の

　

特
に
道
産
材
使
用
に
よ
る

間
接
的
な
効
果
で
、
産
業
部

門
で
は
道
産
材
の
丸
太
生
産

な
ど
を
行
う
素
材
部
門
や
森

林
の
手
入
れ
な
ど
を
行
う
育

林
部
門
の
生
産
額
が
大
き
く

増
加
（
間
接
一
次
効
果
）。

さ
ら
に
道
産
材
に
か
か
わ
る

産
業
で
働
く
人
の
所
得
増
加

な
ど
で
、
住
宅
賃
貸
関
連
部

門
や
娯
楽
な
ど
の
対
個
人
サ

ー
ビ
ス
部
門
、
商
業
部
門
な

ど
の
生
産
額
も
上
が
る
こ
と

に
な
る
（
間
接
２
次
効

と
に
、
平
成
20
年
度
に
新
築

着
工
し
た
道
内
の
在
来
木
造

戸
建
住
宅
８
５
５
０
棟
が
シ

ナ
リ
オ
②
か
ら
シ
ナ
リ
オ
③

に
な
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、

構
造
材
へ
の
工
務
店
支
払
額

は
合
計
で
６
億
５
千
万
円
増

え
る
も
の
の
、
道
内
生
産
額

は
83
億
円
、
雇
用
者
は
６
８

４
人
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

同
試
験
場
利
用
部
マ
テ
リ

ア
ル
グ
ル
ー
プ
の
古
俣
寛
隆

氏
は
「
当
初
考
え
て
い
た
よ

り
も
経
済
効
果
が
あ
る
と
思

う
。
道
産
材
の
使
用
は
輸
入

材
と
の
価
格
差
が
ネ
ッ
ク
と

な
る
の
で
、
自
治
体
の
補
助

金
や
金
融
機
関
の
金
利
優
遇

と
い
っ
た
協
力
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
が
、
そ
れ
ら
の
支

援
策
を
実
施
す
る
根
拠
と
し

て
今
回
の
研
究
結
果
が
活
用

で
き
る
の
で
は
」
と
話
し
て

お
り
、
今
後
は
内
装
材
や
他

の
建
材
等
も
含
め
て
総
合
的

な
検
討
も
行
う
予
定
だ
。

在来木造住宅１棟あたりの経済効果（生産誘発額）

間
接
効
果
生
�
�
�
�

自
治
体
�
補
助
金
�
�

の
、
そ
れ
に
と
も
な
う
道
内

の
経
済
効
果
は
生
産
額
で
１

８
４
万
円
に
の
ぼ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
研
究
で
は
、
道
内
で

建
設
さ
れ
る
戸
建
て
の
在
来

木
造
住
宅
（
39
坪
）
を
対
象

と
し
、
製
材
・
集
成
材
・
構

造
用
合
板
合
計
21
㎥
の
構
造

材
が
①
す
べ
て
輸
入
材
や
本

州
産
の
材
料
②
現
状
の
道
産

材
自
給
率
と
同
じ
割
合
だ
け

道
産
材
を
使
い
、
他
は
輸
入

材
等
③
す
べ
て
道
産
材―

と
い
う
３
つ
の
シ
ナ
リ
オ
ご

と
に
、
道
内
生
産
額
（
生
産

誘
発
額
）
が
ど
の
程
度
に
な

る
の
か
、
雇
用
者
数
が
ど
れ

だ
け
増
え
る
の
か
を
分
析
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
住
宅
１

棟
あ
た
り
の
道
内
生
産
額
は

①
の
シ
ナ
リ
オ
が
40
万
円

で
、
構
造
材
へ
の
工
務
店
支

払
額
で
あ
る
１
１
３
万
円
の

半
分
以
下
だ
が
、
シ
ナ
リ
オ

②
で
は
１
２
７
万
円
で
同
支

払
額
で
あ
る
１
１
９
万
円
を

少
し
上
回
る
１
・
１
倍
、
シ

ナ
リ
オ
③
だ
と
２
２
４
万
円

果
）。

　

雇
用
者
数
に
つ
い
て
は
、

木
材
の
小
売
り
・
卸
業
者
な

ど
の
商
業
部
門
の
ほ
か
、
製

材
、
合
板
、
素
材
、
運
輸
の

各
部
門
で
大
き
く
増
加
。
１

０
０
棟
建
設
時
の
増
加
数
を

シ
ナ
リ
オ
①
と
シ
ナ
リ
オ
③

で
比
較
し
た
場
合
、
商
業
は

２
・
０
人
か
ら
３
・
１
人

へ
、
他
の
部
門
も
１
人
未
満

か
ら
１
・
１
〜
２
・
７
人
へ

と
増
加
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
試
算
結
果
を
も

　

恵
庭
ま
ち
づ
く
り
協
同
組

合
（
旧
恵
庭
建
設
業
組
合
、

完成イメージ図。勾配屋根や外壁に一定割合以
上木を使うことなどが表されている

区画図。１つ１つがゆとりを持った広さを持つ

田
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地
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恵
庭
�
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�
�
�
協

玉
川
豊
理
事
長
）
は
、
恵
庭

市
中
央
に
あ
る
２
万
４
千
㎡

あ
ま
り
の
元
市
有
地
を
全
30

区
画
の
宅
地
に
造
成
し
て

「
ブ
レ
ス
ド
ガ
ー
デ
ン
恵

庭
」
と
し
て
今
月
１
日
か
ら

販
売
を
開
始
し
た
。
恵
庭
市

の
「
花
の
田
園
住
宅
構
想
」

に
基
づ
く
土
地
分
譲
で
、
販

売
初
日
で
４
区
画
の
予
約
が

入
る
な
ど
、
出
足
は
好
調
だ

と
い
う
。
造
成
は
７
月
末
の

完
成
を
目
指
し
て
工
事
が
進

ん
で
い
る
。

　

恵
庭
市
の
花
の
田
園
住
宅

構
想
は
、「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

を
通
じ
た
良
質
な
住
ま
い
づ

く
り
」
を
前
面
に
打
ち
出
し

て
い
る
。
周
辺
の
自
然
環
境

や
田
園
地
域
と
の
調
和
に
加

え
、
居
住
者
の
花
づ
く
り
で

恵
庭
の
地
域
振
興
を
図
り
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
い
う
共
通

の
楽
し
み
を
通
じ
て
良
好
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ

れ
、
恵
庭
の
今
後
の
街
づ
く

り
の
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

　

ブ
レ
ス
ド
ガ
ー
デ
ン
恵
庭

は
Ｊ
Ｒ
恵
み
野
駅
か
ら
約
３

㎞
に
位
置
す
る
田
園
地
帯
。

市
で
は
、
花
の
田
園
住
宅
構

想
に
基
づ
い
て
優
良
田
園
住

宅
と
し
て
開
発
を
計
画
。
優

秀
な
提
案
を
し
た
事
業
者
に

売
却
す
る
た
め
公
募
し
、
恵

庭
ま
ち
づ
く
り
協
同
組
合
が

最
優
秀
提
案
者
に
選
ば
れ

た
。

　

ブ
レ
ス
ド
ガ
ー
デ
ン
恵
庭

は
、
全
30
区
画
で
１
区
画
あ

た
り
の
敷
地
面
積
は
約
１
６

０
坪
〜
２
７
０
坪
、
販
売
価

格
は
６
２
４
万
円
〜
１
０
１

４
万
円
。

　

建
築
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

は
、
推
奨
外
観
色
の
設
定
や

勾
配
屋
根
の
採
用
に
加
え
、

外
観
の
一
部
に
木
を
使
う
こ

と
や
、
視
界
を
さ
え
ぎ
る

塀
・
垣
根
な
ど
は
設
置
で
き

な
い
こ
と
な
ど
が
規
定
さ

れ
、
統
一
感
あ
る
街
並
み
形

成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

住
宅
建
築
は
㈱
キ
ク
ザ

ワ
、
㈱
宮
﨑
組
な
ど
同
組
合

に
加
入
す
る
８
社
が
指
定
さ

れ
、
設
計
・
造
園
は
市
内
の

６
社
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　

同
組
合
総
務
課
長
の
溝
部

義
利
氏
は
、「
恵
庭
の
将
来

の
街
づ
く
り
の
モ
デ
ル
に
な

る
た
め
、
恵
庭
市
、
恵
庭
市

商
工
会
議
所
と
も
最
大
限
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

たくさんのオーナーが登場するトップページ

多彩なコンテンツ オーナーとの座談会

　

検
索
エ
ン
ジ
ン
「
Ｇ
ｏ
ｏ

ｇ
ｌ
ｅ
」
で
「
工
務
店　

住

宅
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で

検
索
し
て
み
る
と
㈱
三
友
工

務
店
が
１
頁
目
に
表
示
さ
れ

た
。

　

早
速
サ
イ
ト
を
見
る
と
メ

イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
た
く
さ

ん
の
オ
ー
ナ
ー
と
の
出
会
い

の
写
真
、
室
内
の
イ
メ
ー
ジ

写
真
と
家
づ
く
り
の
わ
か
り

や
す
い
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が

表
示
さ
れ
る
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
、
ア
イ

コ
ン
が
整
然
と
並
び
短
い
文

字
と
写
真
の
組
み
合
わ
せ
で

見
や
す
く
表
示
さ
れ
て
い

る
。

　

第
一
印
象
は
、
賑
や
か
だ

が
見
や
す
い
、
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
サ
イ
ト
デ
ザ
イ
ン
だ
。

　

家
づ
く
り
の
方
針
、
社
長

と
社
員
の
ブ
ロ
グ
、
オ
ー
ナ

ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
社
員
紹

介
、
工
法
な
ど
の
提
案
、
よ

く
あ
る
質
問
、
メ
デ
ィ
ア
掲

載
事
例
な
ど
定
番
の
コ
ン
テ

ン
ツ
は
し
っ
か
り
お
さ
え
ら

れ
て
い
る
。
社
長
と
社
員
の

ブ
ロ
グ
の
更
新
頻
度
は
そ
れ

ほ
ど
高
く
は
な
い
が
良
い
写

真
と
と
も
に
丁
寧
に
書
か
れ

て
い
る
。
ま
た
創
業
者
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

案
内
、
社
員
の
２
０
１
１
年

の
抱
負
な
ど
、
こ
の
工
務
店

へ
の
関
心
や
信
頼
を
高
め
る

よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
も
充
実

し
て
い
る
。

　

早
速
取
材
を
し
て
み
る

と
、
サ
イ
ト
設
計
や
コ
ン
テ

ン
ツ
作
り
な
ど
に
関
し
て
は

古
閑
之
博
社
長
が
自
ら
指
揮

を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。「
ウ
ェ
ブ
制
作
会
社
よ

り
も
私
の
方
が
住
宅
や
工
務

店
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」

と
古
閑
社
長
。
主
な
サ
イ
ト

方
針
や
内
容
は
社
長
が
決

め
、
社
員
と
共
同
で
コ
ン
テ

ン
ツ
を
用
意
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
専
属
の
ウ
ェ
ブ
担
当

職
員
は
お
ら
ず
、
個
人
運
営

の
ウ
ェ
ブ
制
作
会
社
に
外
注

し
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
会
社
な
ど
に

は
頼
っ
て
い
な
い
。
検
索
エ

ン
ジ
ン
の
検
索
結
果
ペ
ー
ジ

に
有
料
で
テ
キ
ス
ト
広
告
を

表
示
す
る
「
リ
ス
テ
ィ
ン
グ

広
告
」
は
行
っ
て
い
る
。

　

集
客
や
宣
伝
に
関
し
て

は
、
現
場
見
学
会
の
チ
ラ
シ

に
最
も
重
点
を
置
い
て
い
る

の
は
従
来
通
り
だ
が
、
雑
誌

に
事
例
掲
載
し
た
も
の
な
ど

は
自
社
サ
イ
ト
に
も
写
真
や

原
稿
を
活
用
し
て
い
る
。

　

ウ
ェ
ブ
対
策
の
秘
訣
を
聞

い
て
み
る
と
「
全
国
各
地
の

工
務
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

た
く
さ
ん
拝
見
し
つ
つ
、
自

分
な
り
に
工
夫
を
こ
ら
し
て

充
実
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し

Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
が
不
十
分
で
特

に
リ
フ
ォ
ー
ム
に
弱
い
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
見
直
し

を
か
け
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
て
い
る
。

社
長
み
ず
か
ら

　
　
　
　
　

指
揮

熊本・三友工務店

第
１
回

http://www.sanyu-k.jp/

で
同
支
払
額
で
あ
る
１
２
７

万
円
の
１
・
８
倍
と
な
り
、

道
産
材
使
用
量
と
比
例
し
て

道
内
生
産
額
も
増
加
。
構
造

材
す
べ
て
を
輸
入
材
等
か
ら

道
産
材
に
変
更
し
た
場
合
、

14
万
円
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
で

１
８
４
万
円
の
経
済
効
果
が

得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

工
務
店
に
と
っ
て
集
客
や
受
注
、
フ
ァ

ン
づ
く
り
の
た
め
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充

実
は
最
低
条
件
と
も
い
え
る
。
そ
こ
で
本

紙
で
は
、
全
国
各
地
の
優
秀
な
工
務
店
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
連
載
で
紹
介
し
て
い
く
。

第
１
回
は
熊
本
県
の
㈱
三
友
工
務
店
。


